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クラブ戦略委員会 

委員長  石井 秀明 

委 員  橋本 壽郎、島田智和、厚見和則、田中宏和、佐藤広道（下期） 

橋本 和一郎（上期）、猪股 真純（中期） 

 

事業報告 

１．広報活動の強化 

 メディアへの掲載と SNS での広報、クラブホームページの改修 

 ホームページもリニューアルされイメージが変わりました。データ保存も 

 活用され、それぞれの委員会で写真の保存や活用に期待できます。 

 

２．ロータリー知識、理解の促進 

 入会５年未満の会員へオリエンテーション、親睦ゴルフ 

 親睦委員会による活動（移動例会など）は出来たのが救いです。 

 入会５年未満の方を主体にしたものがあまりできませんでした。 

 

３．他クラブとの交流 

 環境保全活動や親睦ゴルフ等の機会を活かし、年２回以上他クラブと交流を深める 

 奉仕活動での共同は実現しませんでした。 

 ローカルで第 2 分区内の親睦ゴルフを有志で開催できました。 

 

４．会員増強 

 候補者の情報収集と純増２名以上を目標とする 

 残念ながら純増ではなく、減になってしましました。 

 

５．教育と継続性の強化 

 各委員会の委員長育成、RLI 教育によりスペシャリストを育成する 

 本日のプログラム  

◆ クラブ協議会：活動実績報告 

会報  No.34（第 1618 回） 2023 年 6 月 14 日（水）18:30～ 

第 2820 地区 大野治夫ガバナー 地区スローガン “enjoy life ～人生を楽しむ～” 

2022-2023  橋本壽郎会長スローガン 「楽しい奉仕活動で輪を広げよう」 
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 今年は参加しておりません。 

 

全体的に申しますと、上期はコロナ禍もあり活動自体が弱く、下期にやや活動できるも 

増強が結びつかずの結果となりました。 

また年に数回、委員会での家庭集会を開催予定しておりましたが、会長幹事の再選考 

により委員会構成も変わり、開催が滞ってしまい申し訳ございませんでした。 

 

１年間ご協力いただきまして、ありがとうございました。 

 

クラブ会員組織委員会 

 

委員長  橋本 和一郎（前期）、田中 宏和（後期） 

各委員長 鶴田 哲男（会員増強委員会） 

髙橋 琢（ロータリー情報委員会） 

 

【事業報告】 

 会員増強では、残念ながら期初の会員数から減員となりました。コロナ禍の影響もあり、十分な入会勧誘活

動ができなかったことも原因の一つと考えられます。また、期中の入会者がいなかったことからロータリーに

関する学びの場を予定通りには提供できませんでした。その中で、例会でロータリーに関する卓話を実施で

きたことは幸いでした。 

 

会員増強委員会 

委 員 長 鶴田 哲男 

副委員長 目黒 伸也 

 

事業報告 

今年度もコロナウイルス感染症のため、家庭集会を開くことが出来ませんでした。橋本会長方針の純増３

名以上を目指しましたが、残念ながら 3 人の退会者が出たため３名減となってしまいました。 

会員のご協力により２人の方に勧誘しましたが、入会には至りませんでした。ただ、次年度に１名入会予定

者が在り幸いでした。 

８月の会員増強・新クラブ結成推進月間に合わせて、７月２７日、地区クラブ奉仕委員会・会員増強委員会

委員 塩原吉博様（常陸太田 RC）による出前卓話を開催しました。 

 

ロータリー情報委員会 

委 員 長 髙橋 琢  

副委員長 石井 秀明 

 

【活動方針】  

当委員会はロータリーの歴史を学び、ロータリーの目的やクラブの活動に関する情報を正しく伝えながら、

橋本会長の本年度テーマ「楽しい奉仕活動で輪を広げよう」を実践するために、会員全員で力を合わせ、クラ

ブ活動が楽しいものになることを目標として活動をします。  
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1. 『ロータリーを学ぼう①』例会にて卓話を開催（10 月 26 日） 

●世界のロータリークラブの活動について動画を中心に紹介  

（１）ポリオ根絶活動 

 ・現在はコロナウイルス対応に活用している  

（２）地域社会の経済発展活動  

・女性リーダーの育成（Seven Women Center）  

・イノベーション（例：ごみの有用物への活用）を介した社会起業家による地域社会の困窮救

済 ・森林農業の推進 

2. 入会 5 年未満の会員の方々に、さらに親睦を深めるため、親睦委員会と合同で「1-5」会を実施

する予定でしたがコロナ禍により中止 

3.  新入会員には「入会のしおり」を提供し、例会時にはフォローに努めていく予定でしたが対象の

新入会員がいないため未実施 

 
クラブ管理運営委員会 

委 員 長   猪股 真純 

各委員長   高阪 裕二（出席） 

植野 重男（親睦活動） 

田中 宏和（プログラム） 

藤田 明英（ニコニコ） 

 

「ウイズコロナ」から「アフターコロナへ」と世の中が大きく変化する中、クラブ運営も平常時に向けて動き出

した今年度でした。 

年度後期には、対面での例会が開催でき、親睦活動もようやく計画的に実施できるなど明るい兆しが見え

てきましたが、一方では、まだまだ通常の例会開催が難しかった前期の影響が大きく残る活動もありました。 

しかしながら、ハイブリッド例会に代表されるように、工夫した新たな例会の運営が一つのクラブ運営スタイ

ルとして定着化したことは大きな成果です。 

様々な状況変化への対応にご苦労いただきました各委員会、会員の皆さまに、心から感謝いたします。 

 

以 上 

出席委員会 

委 員 長 高阪 裕二 

副委員長 高橋 昭 

委    員 浅川 清司 

 

活動方針  

橋本会長の年次テーマ「楽しい奉仕活動で輪を広げよう」にむけ、全会員がロータリー会合（例会・地区大会・

IM・家庭集会・国際大会等）に参加し、会員相互の友情と親睦を深め、奉仕活動を含む諸会合に積極的に参

加するよう出席を奨励し、出席率向上を図り、出席状況を記録すると共にその周知に努めます。 

  

事業報告 
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全会員のロータリー会合（例会・地区大会・IM・家庭集会・国際大会等）や、奉仕活動を含む諸会合への出

席状況を記録し、出席を奨励し出席率向上を図るべくその状況を分かり易い周知に努めました。 

１．例会出席率を 90％目標とし、年平均で 87.9％を達成しましたが目標に僅かに届きませんでした。 

２．例会毎の出席報告を行い、出席者数の内訳と出席率を初回からの履歴が分かる図と共に会報に掲載

しました。年間を通し、移動例会を除くとガバナ公式訪問等の主要なクラブ活動では出席率が比較的

高い傾向であることが分かりました。 

 

 

 

３．例会時に ZOOM 参加者を確認し、参加者数にカウ

ントしました。 

４．地区大会や家庭集会などロータリー会合への参

加者を登録・記録し、メークアップにカウントしまし

た。 

５．約３ヶ月ごとに各会員の出席状況を全会員に周知

しました。 

６．毎月、月間出席率を幹事報告しました。 

７．年間出席率 100％の会員には記念品を贈呈しま 

す。 

 

 

 

 

親睦活動委員会 

委 員 長  植野 重男 

副委員長  鶴田 哲男 海野 宏幸 

委   員  冨永 康修 藤沢  亮  佐藤  誠  高阪 裕二 木村 正人 

      清水 陽司 桐嶋 健二  小野瀬好良 鈴木 正人 

  

活動方針 
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ｶﾞﾊﾞﾅ公式訪問 観月例会 （会員総数：33名）ｸﾘｽﾏｽ例会 賀詞交歓会

原電職場見学
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観劇例会

　　　例会
年月

第１例会
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第２例会
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第３例会
（出席者数）

月間平均
（月末在籍会員数）

地区平均
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(27人) (29人) (30人) (36人)
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(30人) (28人) (30人) (36人)

81.82% 84.85% 100.00% 88.89%
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 親睦活動委員会は、橋本会長のクラブスローガン「楽しい奉仕活動で輪を広げよう」を念頭に他委員会と連

携を取りながらロータリーの基盤である親睦活動を会員が楽しめる企画を立て、委員会活動を進めてまいり

ます。移動例会及び家庭集会、記念品は以下の通りです。 

 

事業報告 

1. クラブ懇親事業 

① 納涼例会 8 月に計画しましたが、新型コロナウイルスの再拡大により中止を余儀なくされました。 

② 観月例会 10 月 19 日にクリスタルパレスにて 25 名参加の下、アトラクションでは中学 3 年当時

国際口笛大会のテｲーン部門女子部で優勝した加藤万里奈さんの口笛演奏を楽しみました。 

③ クリスマス例会 12 月 21 日ホテルウｴストヒルズ水戸で 29 名参加の下、水戸市出身のシンガー

ソングライター磯山純さんの音楽を楽しみました。 また、参加会員各々がプレゼントを持ち寄り交

換しました。参加ご夫人にはお花をプレゼントしました。 

④ 観劇例会 4 月 15 日に 17 名参加の下、歌舞伎鑑賞を行い参加者皆さんで楽しまれました。 

⑤ 会長幹事慰労会 6 月 28 日 ホテルウエストヒルズ水戸にて行いました。 

⑥ 家庭集会 

・6 月 10 日 魚康（東海）次年度親睦活動委員会の事業計画、予算、 

移動例会担当者、委員会構成、記念品の内容決定 

       ・11 月 9 日  笹月（ひたちなか） クリスマス例会、他移動例会について会合 

2. お祝い（記念品） 

毎月第一例会日に「ご夫人誕生日」「会員誕生日」に記念品を贈呈しました。 

①  ご夫人誕生日   お 花  （3,000 円） 

② 会員誕生日     クオカード （2,000 円） 

3. 例会奉仕 

 お客様対応及び外国人通訳対応を下記の会員にお願いしました。 

① お客様対応 

  高橋  昭、中村 澄夫、清水  繁 

② 通訳対応 

  中井英一郎、橋本和一郎 

 

プログラム委員会 

 

 委員長  田中 宏和 

 副委員長 大貫 博光 

  

【事業報告】 

 会長方針に沿ってプログラムを作成し、理事会の承認を得て実施しました。コロナ感染拡大の影響で納涼

例会が中止になったり、例会直前にプログラムを変更になったりしたケースがありましたが、会員の皆さんの

ご協力により、大きな問題なくプログラムを実施できました。1 年間ありがとうございました。 

例会実施回数：35 回 

主な行事 

・ガバナー公式訪問  ・ロータリーの森整備 
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・地区大会   ・月間テーマ卓話、会員卓話 

・移動例会（観月例会、クリスマス例会、観劇例会、会長・幹事慰労会） 

・職場訪問（日本原子力発電㈱） ・IM 

・月間テーマ卓話、会員卓話 

・フォーラム（クラブ定款及びクラブ細則改訂作業、会報外注化） 

 

ニコニコボックス委員会 

委 員 長  藤田 明英 

副委員長  高橋 琢 

委  員  大部 泉 

                   

活動実績報告 

会員の皆様から御報告いただいた「よろこびの言葉」を例会において紹介し、会報へ 

掲載いただきました。 

寄付金につきましては、６月第１例会までの実績が 646,000 円となっております。   

  お陰様でニコニコボックスへの投函数は増加致しましたが、寄付金総額は若干減少と 

なりました。 

  以下、集計表を掲載報告致します。 

                                        

月 金額(円) 投函数 月 金額(円) 投函数 

7 月 57,000 23 1 月 67,000 26 

8 月 89,000 30 2 月 40,000 14 

9 月 45,000 14 3 月 59,000 19 

10 月 60,000 20 4 月 32,000 13 

11 月 56,000 13 5 月 76,000 24 

12 月 58,000 24 6 月(7 日のみ) 7,000 3 

小計 365,000 124 小計 281,000 99 

   合計 646,000 223 

 

 

公共イメージ委員会 

委 員 長 鶴田 哲男 

各委員長 木村 正人から田中 宏和（広報・史料委員会） 

     冨永 康修（クラブ会報委員会） 

 

事業実績報告 

広報・史料、クラブ会報の効率的な運営方法を検討しました。 

史料の電子化に伴いデータの保存方法を決めました。以前のホームページに代わり、新しいホームページ

を開設することが出来ました。また、会報作成について検討しました。 

クラブの奉仕活動をロータリー情報館に掲載しました。 
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広報・史料委員会 

委員長 木村 正人（～2023 年 3 月）、田中 宏和（2023 年 4 月～） 

副委員長 清水 陽司（～2023 年 3 月）、猪股 真純（2023 年 4 月～） 

委  員 田中 宏和（～2023 年 3 月）、猪股 真純（～2023 年 3 月） 

 

【事業報告】 

１． 公共イメージ委員会、クラブ会報員会をはじめとする関係者のご協力によりまして、７月より新しいホー

ムページとし、旧ホームページは 8 月末日で閉鎖しました。 

２． 「ロータリーの友」誌への関心を持っていただくため、毎月の第一例会時に代表的な記事を紹介しました。

また、公共機関へ「ロータリーの友」誌の寄贈及び「ロータリーの友」英語版を東海村立図書館、那珂市

立図書館に寄贈しました。 

３． ガバナー月信が今年 7 月から冊子配布ではなく、地区 HP 上でのウェブ掲載となったことから、毎月初め

に各会員宛に「月信」の電子ファイルをメール配信しました。 

４． 昨年度から始めたクラブの Facebook について、例会ごとに更新しました。 

５． 2022 年 9 月 28 日付茨城新聞の「ロータリー情報館」のコーナーに「花火大会後に公園清掃活動」が掲

載されました。この内容は「月信」2023 年 1 月号にも掲載されました。 

 

 

クラブ会報委員会 

委員長    冨永 康修 

副委員長  桐嶋 健二 

委員     佐藤 広道、橋本  和一郎（前期） 

 

〇活動実績報告 

 クラブ会報委員会は、活動方針として、 クラブ会報発行を通じて当クラブの活動内容を会員全員に提供す

べく活動を行う、また、引き続きペーパーレス化を推進するということで活動を行いました。 

以下のような活動を実施しました。 

１．例会毎にクラブ会報を発行しました。 

２．会報の作成に関しては、クラブ会報委員の誰もが行えるよう定型化し、 

  会報作成手順などを作成し、作成のポイントなどを委員会内で共有を図りました。 

３．クラブ会報は、原則、前回の例会の内容を掲載し、ガバナー公式訪問等、 

当日の進行などの情報が必要な場合には、当日の会報にその情報を掲載しました。 

４．会報は引き続き、ペーパーレス化を推進し HP 掲載の形を継承し発行した。 

５．後期においては、会員よりの趣味の話、ペットの話等幅広く情報として提供いただく「会員よりの情報欄」

を設けて、会員間のコミュニケーション向上を図りました。 

さらに、タイムリーな会報作成には会報委員の負担が大きいことから、外注化を検討し、次年度の会報委
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員長と、会員より会報に対するアンケートを実施し会員意見の集約を行った。 

 

職業奉仕委員会 

委員長   海野宏幸 

副委員長  佐藤 誠 

委  員   島田智和    

委  員   大貫博光 

 

活動実績報告 

１． 四つのテストの斉唱・毎月第二例会時に四つのテストの斉唱 

２． 会員卓話 

１月１８日 地区職業奉仕総括委員長 鈴木冨士雄氏（つくば学園 RC）による 

外部卓話聴講 

３． 職業奉仕セミナー受講 

１月２１日 H 日航つくば  介護シューズ製造・販売日本一の徳武産業の 

十河代表・ 法政大 坂本教授の話を聞く。委員長 参加 

４． 職場訪問 

２月８日 日本原子力発電 東海第二発電所  

再稼働に向けた安全対策の進捗状況の見学 

   入場制限もあり、インターアクトの水戸農高には声掛けせず。 

５． その他 

優良従業員及び優れた職業奉仕者表彰は実施出来なかった。     

 

社会奉仕委員会 

委 員 長 目黒伸也 

副委員長 植野重男 

委  員 大久保賢二、清水繁 

 

１．地域発展支援活動 

東海村、那珂市の地域イベントへの支援活動 

８月１２日  東海村花火大会終了後の地域の清掃活動（８名参加） 

８月２７日  那珂市ひまわりフェスティバルへの協賛（３万円） 

※計画いたしました那珂市「ひまわりフェスティバル」への参加（ブース 

での支援活動写真の提示・千本釣り大会等）については新型コロナの影響 

を考慮し中止とした。 

２．社会福祉施設活動支援 

    １２月９日  那珂市児童養護施設 「若草園」及び「チルドレンズ・ホーム」への 

           クリスマス会への協賛（各３万円） 

    １月２３日～ 那珂市児童養護施設「若草園」への支援活動（ロータリー財団地区補助 

金申請事業）  

           ① 園周辺のフェンス取り換え工事 
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           ② クラブより寄贈したバーベキュー用テーブル及び椅子の補修作業 

           ※浅川建設殿へ委託 

３．地域環境活動 

    ９月２５日  那珂市古徳沼地区「ロータリーの森」の遊歩道の除草並びに周辺の 

           清掃活動（２１名参加） 

  

青少年奉仕委員会 

委員長    浦 澤 精 乗 

副委員長  大  森  龍  一  

委 員    瀬 谷 利 雄 

 

活動実績報告 

1 ライラセミナーへの参加  

３月 11 日、12 日  つくば市豊里ゆかりの森 

2 青少年奉仕研究会への参加 

 ７月 24 日   ホテル テラスザガーデン 

     WEB にて参加 

 3 ポリオ根絶街頭募金活動への参加        

          募金活動の開催なし 

４ 地域青少年のための夏期特別特別巡回指導への参加 

     新型コロナウイルス感染防止のため巡回中止 

5  青少年奉仕月間 

５月１７日 外部卓話 「月間テーマ卓話」 

  卓話者 第 2820 地区青少年奉仕総括委員長 高田 稔美 

 

インターアクト委員会 

インターアクト委員会 

  委員長  浅川 清司 

  副委員長 島田 智和 

  委 員  高橋 明 

  委 員  石井 秀明 

 

活動報告 

 水戸農業高校インターアクトクラブは、地元でのボランティア活動、インターアクト会員との交流を通じて、友

達と一緒に楽しみながらロータリーの「超我の奉仕」を 

学び、行動力を身につけることをしていきます。 

 

事業報告 

１） 海外研修は中止になりました 

２） インターアクト年次大会 

 日 時 8 月 21 日（日） 
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 場 所 茨城キリスト教学園高等学校 

 ホストクラブ 茨城キリスト教学園高等学校インターアクトクラブ 

 スポンサークラブ 日立港ロータリークラブ 

 テーマ 「世界の平和は私たちから」 

３） 合同例会 2 月１日（水） 

 年次大会の報告、ボランティア活動の報告 

４） ライラセミナー不参加 

５） 卒業生への記念品贈呈いたしました 

 

 

国際奉仕委員会 

委員長  清水 繁 

副委員長  藤田明英 

委 員  中村澄夫 

 

「ウクライナ避難民への支援」について、駐日（ウクライナ）コルスンスキー大使が 

来県し、議会、本会議場で演説をした、日本からの支援に感謝をのべられとともに、 

更なる協力を呼びかけました。 

活動報告 

 2022－9―5  ウクライナ避難民受入れ校、さくら日本語学校訪問、学生、校長と面談。 

 2022－9－7  国際奉仕委員会フォーラム、ウクライナ避難民支援について。 

 2022－12－3 地区国際奉仕委員会セミナーに参加する。 

ウクライナ避難民学生（大学）学校長が例会に参加して頂き支援金の、贈呈式を行った。 

    （支援金報告） ウクライナ避難民（学生）2 名  30.000ｘ2  60.000 円 

            日立さくら日本語学校      40.000 円 

            当日のニコニコＢＯＸより    42.000 円 （さくら日本語学校）。 

 

 

ロータリー財団委員会 

委員長   大久保 賢二 

副委員長 藤澤 亮 

委 員   中井 英一郎 

 

【活動方針】 

ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、人びとの健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、環境保全

に取り組み、貧困をなくすこと、これらを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにすることです。 

 

【事業報告】 

1. 地区財団委員会との連携によるクラブ会員の理解促進 

・ ロータリー財団(社会奉仕委委員会合同)研究会(7/16(土))へ参加しました 

・ ロータリー財団の卓話として、11 月 30 日(水)に地区ロータリー財団 地区補助金担当 
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佐川真治様(水戸東 RC)にお越し頂きました 

2. 財団寄付の実績は以下の通りです 

・ 年次寄付（150 ドル / 1 会員あたり） ：寄付しました 

・ ポリオ・プラス（30 ドル / 1 会員あたり） ：寄付しました 

・ 恒久基金 1,000 ドル寄付(ベネファクター) ：該当者不在でした 

3. 地区補助金 

・ ３月に申請しました 

4. ポール・ハリス・フェロー(PHF)の増員 

・ 浅川 清司 会員(2 回） 

・ 鶴田 哲男 会員(2 回） 

・ 瀬谷 利雄 会員(3 回） 

 

米山記念奨学会委員会 

委員長  大森龍一 

副委員長 清宮武夫 

委員   中村澄夫 

 

活動実績報告 

 

１．2022 年４/17(日)米山記念奨学会 2022 年度オリエンテーションに出席。ホテルグランド東雲。 

２．2023 年 3/11(土)米山記念奨学会 2022 年度修了式に出席。つくば山水亭 

３．奨学生を移動例会に参加して頂きクラブ会員と交流を深めることが出来ました。 

４．10月の米山月間には奨学生リュウケントウに卓話をして頂きました。そして特別寄付のお願いもしました。 

５．奨学生に毎月第一例会日奨学金を会長より手渡しました。毎回送迎しました。 

特別寄付：340000 円（18 名）ご協力有難うございました。      

 

会計 

会 計 佐藤広道 

副会計 海野宏幸 

 

活動実績報告 

新型コロナウィルス感染症対策で難しい対応が迫られる中クラブ運営を進める会長・幹事の指示のもと、

柔軟に、迅速に処理して参りました。 

4 月 30 日付けの仮締め決算を別紙にてご報告させて頂きます。 

 

会場監督 

会場監督  大越正彦 

副会場監督 清宮武雄 

         浦澤精乗 

 

活動実績 
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 活動方針であった例会が楽しく、秩序正しく運営されるよう常に配慮し、気品と風紀を守り、会合がその使命

を発揮できるよう運営に努めてまいりました。 

 また会場監督として不測時も含め不在となってしまう状況となっても副会場監督との連携、協力を得ながら

年間全３６回の例会を遂行してまいりました。 

 例会 ZOOM 機器の設置設定については、相変わらず厚見幹事の多大なるご協力により、点鐘前までには

準備完了の状態となれました。 

 最後に例会後の片付けを含め、例会中も予定通りの進行となれましたこと。出席会員の皆様に厚く御礼申

し上げまして、報告とさせて頂きます。 

 １年間ありがとうございました。 

 

 

 

報告者：親睦活動委員会 海野宏幸副委員長 

 

◇◇ おめでとうございます ◇◇ 

 

〇会員誕生祝  

会員  石井 秀明会員   ６月１１日 

     大部 泉  会員   ６月１４日 

     大久保賢二会員   ６月１５日 

     清水 繁  会員   ６月２２日 

ご夫人 高橋 琢 会員  広美様 ３０日 

 

 

 

報告者：厚見和則幹事 

 

 「2023-2024 年度 ロータリー財団研究会」の登録料が理事会にて承認されました。 

※日 時 2023 年 7 月 22 日(土) 10：30～15：30  6,000 円 1 名分 

 「国際ロータリー第 2820 地区 クラブ奉仕研究会」の登録料が理事会にて承認されました。 

※日 時 2023 年 7 月 8 日(土) 13：00～17：00  15,000 円 3 名分 

 「MHI 原子力研究開発㈱の会員交代」につき理事会にて承認されました。 

※6 月末で高阪会員が人事異動（退職）により退会、新たに木戸俊哉さんが入会 

 「大久保賢二会員退会の意向」について理事会にて承認されました。 

※大久保賢二会員から業務の拡大に伴い活動拠点を全国的にするため、6 月末で退会の意向でした。 

 6 月 7 日 例会報告（第 1617 回） 

◆ 幹事報告 
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 「瀬谷利雄会員のご子息入会」について理事会にて承認されました。 

※瀬谷利雄会員の息子さん瀬谷雄一さんから入会申込書が出されました。 

 「東海まつり協賛金」について理事会にて承認されました。 

※東海まつり：７月２３日（日）、花火大会:８月１１日（金） 協賛金 １口 10,000 円 

 メールでもお願いしましたが、今年度の委員会事業報告および、次年度の委員会事業計画の原稿を、６

月９日午前中までに、幹事、会報委員長に提出をお願い致します。現況報告書に掲載のため、期限厳守

でお願い致します。 

 

 

報告者：出席委員会 高阪裕二委員長 

 
 ‘２３ 年 6 月 7 日 例会 

会員数 出席免除者数 対象 

会員数 

出席者 欠席者 出席率 

（％） 

33     5 

内出席 2 名 

30 25 5 83.33 

出席免除者（敬称略）：下線は例会出席 

清宮武雄、 高橋 昭、 中井英一郎、 大部 泉、 瀬谷利雄、  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 出席報告 
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報告者：ニコニコボックス委員会 藤田明英委員長 

 

氏  名     よろこびの言葉 

石井 秀明 誕生祝い ありがとうございます。 

海野 宏幸 
昨日、R118 浅川建設付近の特定外来植物オオキンケイギクの除去活動をしてきました。 

来年以降の大巾減少を期待しながらの活動でした。 

冨永 康修 
クラブ会報のアンケートに関し、ご協力頂きありがとうございました。 

貴重な意見が集まりました。 

 

 

報告者：広報イメージ委員 田中宏和委員 

・6 月号表紙は、こまえ工房の N さんの「どうぶつともだち」です。いろんな動物を  

描いては、ていねいに切って、アイスバーのスティックに貼り付けました。 

・6 月は「ロータリー親睦活動月間」です。 

・横書き 7 ページから特集です。今回は月間テーマに因んで「ロータリー親睦活動 

グループ」の活動が２つ紹介されています。1 つは、「ロータリアン国際スキー 

フェローシップ（International Skiing Fellowship of Rotarians：ISFR）」、もう一つが  

「モーターサイクルロータリアン国際親睦会（International Fellowship of   

Motorcycling Rotarians：IFMR）です。ロータリーらしく国際色豊かな内容になって  

います。是非ご一読ください。 

縦書きに移ります。 

・縦書き 4 ページはスピーチです。今回は、2022 年 4 月 10 日に行われた RI 第 2700 地区の地区大会記念

講演として行われた株式会社安川電機特別顧問津田純嗣さんによる「スマートファクトリーへの挑戦」の内容

が掲載されています。安川電機の概要に始まり、日本の製造業の歴史、中国の状況、今後の日本の製造業

の進む方向について語られています。講演の最後には、デジタル系人材を育てるため、大学の「情報工学科」

の定員を増やそうという提案をされています。興味深い内容ですので、是非ご一読ください。 

紹介は以上です。 

 

 

 

 

◆ ニコニコボックス委員会  

◆ 広報委員会  
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報告者：「みてらん」 東海 G 副担当石井秀明会員 

ガイドマップ「みてらん」 

東海 Gr 状況報告 

 

東海村内の候補地を選定する際に、何も情報がない状態で皆様に 

お集まりいただくより、いくつかの候補を選定した上で、家庭集会を 

開催した方が良いかと、（清水）主担当と話をしておりました。 

 

現在、東海村観光協会に村内の候補地を数か所あげて頂くよう 

お願いをしてあります。こちらが６月中旬前に届くよう依頼済み 

 

届き次第、村からの候補と、皆様からの候補をリスト化し、その中より東海 Gr の候補地として 

選出したいと思います。 

開催できるようになってから、改めて、家庭集会の日時はご連絡致します。 

 

まずは、ご連絡まで 

 

 

説明者：改訂タスクチーム 田中宏和委員 

 

クラブ定款・細則改訂案の投票 

 

 2023 年 5 月 10 日開催の理事会で承認され、5 月 11 日クラブ会員にメール配信したクラブ定款・細則等の

改正案について、本日（6/7）の例会において投票を行った。 

・ 質問の有無の確認：改正案についての質問はなかった。 

・ 定足数の確認：出席者は 20 名であったことから、定足数（本クラブ会員総数 33 名の 3 分の 1 である 11

名）を満足していることを確認した。 

・ 投票：挙手による投票を行った結果、出席者の 3 分の 2 を超える全員（20 名）の賛成を得られたため、改

正案は承認された。 

 

 

◆   社会奉仕委員会関連  

◆   クラブ定款、クラブ細則改訂  
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司会  ：橋本壽郎会長 

説明者：次期会報委員長 猪股真純委員長 

会報発行の外注化について、会員を対象に実施したアンケート結果とそれを踏ま

えた対応案を説明し、提案内容に賛同いただきました。 

主な内容は、次のとおりです。 

・会報発行を外注化する方向で進める。ただし、予算を超過してしまうようであれ  

ば内製化に戻す。 

・従来どおり例会毎に発行、例会前日までにホームページにアップする。 

・タイトル構成の精査、記事と添付資料を分けるなどの工夫により、極力、予算内  

に収めて外注化するよう進める。 

・会報の議事録としての役割も重視し、例会全体を掲載する。 

・定例記事の写真は掲載せず、文章も分かりやすさを優先し、簡略化に努める。 

・会員情報コーナーは継続するが、必須記事とはせずにタイトル数が多い場合などは掲載を見送る。なお、 

ネタ切れを起こさないよう記事のストックに努める。 

 

 

 会  合  報  告  

報告者氏名  田中宏和 

１．会   合   名 2022-23 年度 RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）研修会 

２．形式及び目的  分区リーダー、クラブリーダーとしてのスキル向上 

３．と        き  2023 年 6 月 4 日（日）9：00～16：00 

４．と   こ   ろ  智学館中等教育学校 

５．主   催   者  国際ロータリー第 2820 地区 

６．出   席   者  田中 宏和 次年度クラブ会長 

７．議        事 

   １．ガバナー挨拶 

   ２．ガバナーエレクト挨拶 

   ３．RLI 地区代表挨拶 

   ４．セッション（50 分×6 回） 

   ５．RLI 地区代表による講評 

８．経       費   ￥ 6，000        （田中次年度クラブ会長登録料） 

 

 会  合  報  告  

報告者氏名 石井秀明 

１．会合名    地区青少年奉仕委員会、事業報告及び新旧引継ぎ 

２．形式及び目的 事業報告並びに新旧委員紹介 

３．とき     令和５年６月４日（日） 

４．ところ    ホテル日航つくば 

 フォーラム  

 会合報告  
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５．主催     地区青少年奉仕委員会 

６．出席者    中村澄夫、石井秀明 

７．議事     １．青少年奉仕委員会報告 

         ２．インターアクト委員長 

         ３．青少年並びにライラ委員長 

         ４．ローターアクト委員長 

         ５．青少年交換委員長 

 

会  合  報  告  

 

報告者氏名  猪股真純 

1. 会   合   名  2023-24 年度会報委員会、2022-23 年度会報委員会合同会議 

2. 形式及び目的  面談（1 名はネットで参加） 

3. と        き  2023 年 5 月 31 日（水） 17：15－18：00 

4. と   こ   ろ  クリスタルプラザ 

5. 主   催   者  猪股次年度会報委員長 

6. 出   席   者  猪股真純、島田智和、高橋琢、冨永康修、鶴田哲男 

          株式会社 XXX XX 様（ネット参加）、XX 様   

7.  議        事 

           クラブ会報の外注に関する発注先（候補）との詳細内容確認 

  

  

※ 今回は、会員よりの情報欄はお休みとします。 

                                   

♢ 募集中 ♢ 

 

 

 

 

 

次回例会：６月２８日（水）１８：３０～ 

会長幹事慰労会（植野委員長） 

例会を欠席する時は、必ず前日 12:00 までに事務局まで連絡のこと 

クラブ会報委員会：委員長 冨永康修／副委員長 桐嶋健二／委員 佐藤広道 

 会員よりの情報欄  

会員よりの趣味の話、ペットの話等幅広く情報として提供いただき「会員よりの情報欄」を設け て、

会員間のコミュニケーション向上を図るため情報提供時に、掲載することとします。 皆様より、提供

をお待ちしております。 （会報委員会） 


